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BYOD導入時サポートと情報リテラシー教育における動画
利用

越智 徹1,a)

概要：
大阪工業大学では 2018年度より BYODを実施しているが，2020年度のコロナ禍によって PCサポート
の転換が迫られることになった．特に 2021年度からは動画主体のサポートへと切り換え，窓口は用意する
ものの，学生にはまず動画を視聴して自ら設定を取り組むことを推奨した．本稿では，この動画サポート
の内容と，学生の反応について報告する．
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1. はじめに
大阪工業大学（以下，「本学」と記述）工学部では，2018

年より BYODを開始した [1]．筆者は情報センターに所属
し，初年度リテラシー教育である授業「基礎情報処理Ⅰ」
「基礎情報処理Ⅱ」を担当している．特に，基礎情報処理Ⅰ
は 1年生前期の授業であり，本学のメールや学内システム
等について説明する内容も含まれる．そのため，2018年度
からの BYOD導入に合わせてカリキュラム改訂を行った．
表 1に基礎情報処理Ⅰのシラバスを示す．なお，BYOD

に切り替わった 2018年度から，本学では従来の 90分 15

回授業から 100分 14回授業へ切り替わった．

表 1 基礎情報処理Ⅰシラバス (2018 年度以降)

回 内容
1 ガイダンス，ノート PC セットアップ
2 学内ネットワーク，メール
3 PC ハードウェア，セキュリティ
4 情報モラル，ここまでのまとめ
5-7 文書作成（Word）
8-10 表計算とグラフ（Excel）
11-13 プレゼンテーション（Power Point）
14 まとめと総合レポート作成

この基礎情報処理Ⅰ，Ⅱの授業は BYOD導入以前から，
そして導入後の現在，また 2022年度も設置 PCの教室で
ある情報演習室で行われている．情報演習室ではデスク
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トップ PCが据え付けられており，その机上で学生が自分
のノート PCを使用して受講するというスタイルになる．
（図 1参照）

図 1 情報演習室の設置 PC とノート PC

デスクトップ PCはあくまで個人の PCにはインストー
ルできない高価なソフトウェアのためのものであり，Office

や無料のコンパイラなどを使用した授業では，個人 PCを
使用する．情報演習室では電源は設置 PCのみ接続され，
個人が自由に使用できる電源は用意されていない．そのた
め，学生はバッテリーのみでノート PCを使用する．授業
でノート PCを使用できるように，寝る前に必ずノート PC

を電源に接続しておく，スリープではなくシャットダウン
しておく，不要なネットワークソフトを起動させたままに
しない（特に PC版 LINEなど），などの注意を学生に伝
えているが，授業開始時に「ノート PCのバッテリーが切
れていて使用できない」「充電するのを忘れていてもうす
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ぐ切れる」という学生がいる．また，2018年度より前の入
学生が再履修している場合もあり，これらの学生には設置
PCでの受講を認めているが，ノート PCでの受講が原則
であり，設置 PCでの受講に関して特別扱いは行っていな
い．再履修生についても，可能であればノート PCを持ち
込むように指導している．

2. 購入するノートPCの仕様
本学では基幹システムや情報演習室はWindowsベース
であり，2018 年度に BYOD が開始される前に各学科に
ヒアリングを行い，基本的に既存システムに合うように
Windowsとして欲しいという骨子案を情報センターから
提示した．ただし，建築学科からMacも使用させたい，と
いう要望があり，2018年は建築学科のみWindowsとMac

混在，他の学科はWindowsのみ，という条件で BYODが
開始された．その後，毎年指定内容について学科から意見
があり，2021年度から表 2の条件になった．なお，工学
部はこの表 2に挙げた 3学科に加え，Windowsのみ指定
の，都市デザイン学科，電気電子システム工学科，電子情
報システム工学科，機械工学科，環境工学科，の 8学科か
ら構成されている．

表 2 学科ごとの PC 条件
学科 指定内容

建築学科 Windows あるいは Mac どちらでも可

生命工学科 Windows でペン入力が可能なもの
（2-in-1 タイプ推奨）

応用化学科 Windows あるいは Mac どちらでも可
（できる限りWindows 推奨）

その他の学科 Windows10 あるいはWindows11

また，表 2 で「その他の学科」として扱った 5 学科の
2021年度版入学生向け推奨資料を図 2に示す．

図 2 Windows のみ指定学科の仕様抜粋 (2021 年度)

表 2に示しているように．2021年度からは建築学科と応
用化学科のみWindows, Mac併用で．他学科はWindows

のみ．としているが．他学科生が「自分の学科では Mac

も可能」と読み間違え．Macを持参するケースが数名発生
している．実際にこのような学生に「なぜ Macにしたの
か？」と直接聞くと．入学時の説明資料の応用化学科の記

載を見せ「ここに Macでも可能と書いてある」と回答し
た．しかし．該当学生は例えば機械工学科であり．本人は
学科名のところを見落としているのであるが．こちらが指
摘するまでそのことを気付いていなかった．

3. 学内サポート
入学生は入学ガイダンスで教務課から履修等について説

明を受けるが，その中にノート PCに関する初期設定も含
まれている．この初期設定では，初回授業（基礎情報処理
Ⅰ）までに以下の 3項目について済ませておくことを明記
している．
( 1 ) PCの初期セットアップ
( 2 ) 学内 LAN（Wi-Fi）への接続確認
( 3 ) Microsoft Office365 インストール
さらに，初回授業時に，学内プリンタのドライバや大学内
ネットワークドライブへのマウントツール，VPNツールの
インストールを行う．これらのインストール・設定方法の
他，大学が教職員・学生向けに契約しているE-mail(MS365)

やクライドストレージ (OneDrive, Google Drive)の説明を
記載した「基礎情報処理Ⅰ　補助資料」を配布している．
この初期セットアップ等について，授業内ではできなかっ
た学生，また初回授業時までの初期設定が不安な学生に対
し期間限定で学内サポートを毎年設けている．
BYOD導入初年である 2018年は，前期授業期間中 4月

2日から 4月 7日までは 10時から 18時まで，授業開始後
の 4月 9日から 5月 11日までは，平日は毎日 17時から 19

時まで，サポート部屋を設けて学生対応にあたった．また，
後期も授業開始の 9月 27日から 10月 12日まで同じくサ
ポートを実施した．総数はカウントしていないが，前期中
は 2週間程度は毎日 10名程度の学生がサポートを求めた
が，基本的にMicrosoft Officeのインストール作業がほと
んどであり，インストール作業中にほぼ設定は必要ないの
だが，不安なので教員に一緒に見守って欲しい，というこ
とであった．後期期間中は，ほぼ学生がサポートに訪れる
こともなく，どちらかというと授業時の説明がわからない
ので教えて欲しい，という授業に関する質問が多かった．
2019年ではサポート時期を前期は 4月 1日から 4月 26

日までとし，後期は 9月 26日から 10月 11日とした．こ
れ以外の期間では，筆者を含む情報センター所属教員が
オフィスアワー時に対応している．もしノート PCが故障
して修理に出した場合，学生の手元にはノート PCがない
ことになる．このような場合には，情報センターで代替の
ノート PCを貸し出すようにしている．また，本学の厚生
組織である常翔ウェルフェアを通して購入した場合は，大
学内に専用の窓口が設けてあり，動産保険や修理対応もこ
の窓口で可能である．
このように，前期・後期授業開始時に一定期間の常駐サ

ポートを実施していたが，2020年からのコロナ禍によっ
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て，通常の対面サポートが困難になった．2020年度は前期
期間中はすべて，後期期間は約半分がオンライン授業実施
になったため，教員による PCサポートは実施されなかっ
た．しかし，PCで困った学生は大学の授業関係の窓口に電
話をかけ（教務課へつながる）そこから情報センターにつ
ながり，情報センター事務スタッフによるサポートを受け
ていた，という報告がある．2021年度も前期授業は対面形
式で開始したものの，第 4波の急激か感染状況拡大によっ
て授業開始から 1週間程度でオンライン授業に切り換えら
れ，PCサポートは中断された．この時に試験的に筆者は
動画を急遽作成・公開したが，2021年 10月にWindows 11

が正式公開されたことに合わせ，Windows10, Windows11,

macOSの 3種類のインストール・設定動画を作成し，公
開した．このサポートサイト [2]は当初Google Siteに構築
していたが，Googleにログインした状態では閲覧できなく
なるという問題が発生したため（原因は不明），GitHub上
に構築し直した．

4. ネットワークドライブへの接続ツール
本学では．授業における教材ファイル提示や課題ファイ

ル提出のためのネットワークドライブを提供している．こ
のドライブはWidowsならば \\server\folder形式でアクセ
スしたり．ネットワークドライブとしてマウントすること
ができる．しかし．このネットワークドライブは学内ネッ
トワークからのみ参照可能であり．インターネットから参
照するには VPNが必要になる．そのため．常にマウント
していると学外からではエラーが表示されたり．再接続が
必要になるケースが考えられ．特に 1年生には毎回ネット
ワークドライブのマウントはわかりづらいと思われる．そ
のため．情報センターで手軽にマウントできるようにネッ
トワークドライブのマウントツール（図 3）を作成して配
布している [3]．

図 3 ネットワークドライブのマウントツール (Windows 用)

このマウントツールを用いることで．図 5のように．課
題提出ドライブ (post)が Xドライブとして．同じく教材
提示ドライブ (common)が Yドライブとして．そして個

人のネットワークドライブ (500MB)が Zドライブとして
マウントされる．

図 4 マウントツールでマウントされた状態

なお．Mac用にも当初同様のツールを作成して配布した
が．学生が postへファイルを提出する．すなわち書き込
む際にエラーが発生するため．使用を中止した．これは．
macOSではファイルの書き込みの際に．リソースファイ
ルを含んだ隠しフォルダを生成しようとするが．post ド
ライブは学生権限ではフォルダ作成を禁止していることに
起因する．そこで．Mac用にはこの問題を解決した「工大
あぷろだ POST」という新たなツールを作成・配布してい
る．このツールは Automatorで作成されており．1度に 1

つのファイルしか書き込むことはできないが．macOSの
前述の問題を解決している．

図 5 工大あぷろだ POST の画面

5. Office OnlineとOneDriveの問題
5.1 Office Online

2022 年度現在，Windows 環境はWindows 10 とWin-

dows 11が混在している状態だが，2018年度の BYOD導
入時から，Office Onlineの問題が発生していた．これは，
Windows 10ではデフォルトでOffice Onlineがスタートメ
ニューに表示されており，あたかも「この PCでは Office

が使用できますよ」とユーザに錯覚させている．この錯覚
にはまった学生は「この PC には Office がインストール
されている」と勘違いし，授業でWordを使用するときに
一部機能が Office Onlineでは使用できないため「自分の
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Wordではこの機能はありません」とヘルプを求めてくる．
この問題を解決するため，ガイダンス時にフルパッケージ
の Officeと無料で機能制限がある Office Onlineの違いに
ついて説明している．（図 6参照）

図 6 Office Online の説明

基本的に BYOD仕様では「Officeは大学契約のものを無
料でインストールできるため必要ありません」と記述して
いるため，必ず Office 365をインストールするように図 6

を見せて（さらにこの資料は配付もしている）学生には指
導しているが，それでも 1名か 2名は Office Onlineがプ
リインストールされているのを見て，Office 365だと勘違
いする場合がある．

5.2 OneDriveの同期
時々トラブルとして見受けられるのが OneDrive の同

期問題である．インターネットでは 2021 年あたりから
OneDriveの同期がおかしい，終了しない，ファイルが読
めない，という問題が見られるようになった．これと呼応
するように，2021年度の授業から，OneDriveの同期問題
を時々見かけるようになった．
Windowsを MSアカウントで使用していると，標準で

はデスクトップやドキュメントフォルダを OneDriveで同
期しようとする．また，学生のほとんどは授業のファイル
を適当にデスクトップ上に散らかす傾向があり，また指
定フォルダを作成してそこに保存するように指示する場
合も，わかりやすさを優先し，ドキュメント内が多い．そ
うすると，OneDriveの同期対象となり，原因は不明だが
「OneDirveの同期が終わらずファイルが使用できない」と
いうエラーが発生して，ファイルが読み込めなかったり，あ
るいはファイルが存在しない場合がある．また，希なケー
スであるが，そもそも PCローカル上の OneDriveフォル
ダへのアクセスができない場合がある．この問題を解決
するには，MSアカウントではなくローカルアカウントで
Windowsを使用すればよいが，PCの初期設定でもあり，
そこまでは踏み込めず，またWindows 11からはMSアカ
ウントが前提となっているため，学生に対してローカルア
カウントでの運用を徹底させるのは非現実的である．

6. 動画によるPCサポートや授業での活用
6.1 動画の種類
まず，サポートサイト [2]で公開している動画について
述べる．サポートサイトでは以下のインストール・方法に
ついて動画で説明している．
• Microsoft Officeのインストール
• Adobe Readerのインストール (Windowsのみ)

• VPNツールのインストール
• ネットワークドライブ接続ツールのインストール
• ネットワークドライブからのファイル取得（ダウン
ロード）方法

• ネットワークドライブへのファイル提出（アップロー
ド方法）

• プリンタのインストール
これらの動画は，Windows，Macともに初期セットアッ

プが済んだ状態の製品を用意し，実際にインストール等を
行いながら随時筆者が口頭で説明している．基本的に無編
集だが，Officeのインストールは 20分程度かかってしまう
ため，途中のインストール中が続く場面は編集でカットし
ている．また．親しみを持ってもらうために簡単な表紙を
つけている．図 7は VPNツールのインストール説明動画
の YouTube画面*1である．

図 7 VPN ツールのインストール動画

動画自体は YouTubeに専用のアカウントを開設し．限
定リンク公開とした．そのため．サポートサイト経由か．
あるいは動画の URLを直接知らないと閲覧できない．

6.2 PCサポートの変化
2022年度は原則対面形式で授業が開始され，それに合わ

せる形で，PCサポートを 4月 7日から 5月 12日まで実施
した．今年度から本格的に動画サポートを開始し，入学時
に配布される PCセットアップ案内や授業第 1回目の配付
資料に，サポートサイトの URLを連絡した．これが功を
奏したのか，授業開始直後は日によっては 10人以上学生
が来ることもあったが，今年度は数人来る程度か，あるい
*1 https://www.youtube.com/watch?v=odQVZRQDK5g
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はまったく来ない日もあった．これは，コロナ禍による他
人との接触を避ける，という点もあるかもしれないが，予
想以上に学生に対して動画が受け入れられているのではな
いか，と点も考えられる．

6.3 動画による授業補助
2020年度からほぼ 2年間オンライン授業を続けたこと

によって [4][5][6][7]，授業動画の作成ノウハウや，動画に
よって授業内容を補う方法など，これまでにはなかった授
業運営の知見が蓄えられた．また，新型コロナの感染や濃
厚接触者認定により，登校できない学生が報告されるため，
授業内容はすべてGoogle Meet上で収録し，またあらかじ
め予習事項については動画を作成しておき，授業前に視聴
しておくように指示した．作成した動画を次に挙げる．
• スクリーンショットの作成方法
• Wordの基本設定と使い方，ファイルの保存方法
• Wordの数式入力方法の基本
• Wordで図と表を用いた文書作成方法
• Excelの基本的概念，オートフィルなど
どれも基本的な操作例だが．これらを授業で資料に起こ

して配布したり．実際に実践して見せても．資料では今ひ
とつ流れが分かりづらかったり．見本では「見逃した」「途
中の操作がよくわからなかった」といった問題がある．こ
れらの問題に対して．何度でも見返すことができる動画は
有効に作用したと思われる．

7. PCサポートに対するアンケート
2022年度の PCサポートに対する満足度を調査するた
め．筆者が担当する第 8回目の授業終了時（6月下旬）に
おいて．PCサポート・設定に関する次の 5項目について
Webアンケートを実施した．回答者数は 146名であった．
( 1 ) PCサポートを利用したことがありますか
( 2 ) 動画によるインストール説明などは役立ちましたか
( 3 ) PC 設定で難しかったと思う項目を全て選択して下

さい
( 4 ) PC設定で動画の説明が特に役に立ったと思う項目を

全て選択して下さい
( 5 ) PCセットアップは紙と動画のどちらかだけ．とする

ならどちらがよいですか
まず PCサポートの利用そのものについて質問した結果
が表 3である．この結果を見ると．そもそもサポートの
存在を知らなかったと回答した学生が 28名．約 19%であ
ることに驚く．授業中に口頭で説明し．また授業教室であ
る情報演習室の扉にもサポートについて張り紙で告知して
いたのだが．ここで知らなかった．と回答した 19%の学生
は．まったくこの情報について接することがなかったのだ
ろうか．
また．利用したことがない．と回答した学生は 98 名．

約 67%であり．半数を上回っている．これは．やはり動画
の効果だろうか．

表 3 PC サポートを利用したことがありますか
項目 人数（名）
1 回だけ利用した 11

2 回以上利用した 9

利用したことがない 98

サポートの存在を知らなかった 28

続いて．サポート動画が役に立ったか質問した結果が
表 4である．ここから．ほぼ全員の学生が役に立ったと回
答していると読み取れ．動画の効果は大きく．結果として
サポートを利用しなかったことにつながったのではないか
と思われる．

表 4 動画によるインストール説明などは役立ちましたか
項目 人数（名）
大いに役に立った 58

やや役に立った 80

あまり役に立たなかった 8

とても役に立たなかった 0

それでは．具体的にどのような内容の動画が効果があっ
たかを．表 5．表 6から考察する．

表 5 PC 設定で難しかったと思う項目を全て選択して下さい
項目 人数（名）
Office のインストール 45

Adobe Reader のインストール 43

ネットワーク接続ソフトのインストール (Windows) 40

工大あぷろだ POST のインストール (Mac) 21

VPN ツールのインストール 53

プリンタの設定 40

難しいものはなかった 41

表 6 PC設定で動画の説明が特に役に立ったと思う項目を全て選択
して下さい

項目 人数（名）
Office のインストール 69

Adobe Reader のインストール 55

ネットワーク接続ソフトのインストール (Windows) 66

工大あぷろだ POST のインストール (Mac) 32

VPN ツールのインストール 80

プリンタの設定 35

役に立ったものはない 4

動画がなくても設定できたので必要なかった 23

両者から．VPN ツールのインストールが 1 番難しく．
また動画が役に立ったという結果が読み取れる．本学では
Fortinet社のVPN環境を構築しており．無料のVPNクラ
イアントツール FortiClientをインストールし．VPNサー
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バの設定を行う必要がある．VPNサーバ設定はチェック
を入れ．VPNサーバをキーボードから入力する必要があ
るため．初心者の学生には難しいのだろう．この一連のイ
ンストール・設定を実際に動画で見本として見せることは．
大いに助けになったのではないだろうか．
また．Officeのインストールが次点に続くが．Officeは

本学が契約している Office 365のインストールであるが．
これはすべて GUIで完結し．特に迷うことはない．しか
し．従来から「手順はなんとなくわかるが．不安なので横
で見ていて欲しい」といういわば精神的柱を求めるサポー
ト需要が多かった．これを実際のインストール動画を提供
することで．「この通りに実行すればよい」と学生が納得
し．役に立ったのではないかと思われる．なお．Mac 用
ツールである工大あぷろだに関して 20名以上が選択して
いるが．筆者の担当クラスではMac使用者は 3名だった．
なぜ 2桁も選択されているかは不明だが．Windowsを使
用している学生が勘違いして選択したのだろうか．
最後に．やや極端だがセットアップ情報を紙（補助資料）

と動画のどちらかだけとする場合について質問した結果が
表 5である．およそ 63%が動画と回答しているが．紙は
紙で視認性に優れ．ある程度の知識があれば理解しやすい
という利点もある．動画はすべて再生してその通りに実行
すればよいが．最低でも動画再生時間だけは必要になるた
め．「ポイントだけ知りたい」といった場合は不便である．
ある程度知識がある学生にとっては．紙だけでも充分なの
かもしれない．

表 7 PCセットアップは紙と動画のどちらかだけ．とするならどち
らがよいですか

項目 人数（名）
紙 53

動画 93

8. 他大学のサポート例
大阪教育大学では，コロナ禍第 1 波の 2020 年度より

LINE公式アカウントを用いたオンラインでのサポート対
応を実施している [8][9]．これは，サポートを求めたい学
生が LINE公式アカウントにサポート内容を書くと，自動
判断された解決方法が返ってくる，というシステムである
（図 8参照）．さらに，この自動応答のログが蓄積され，内
容によっては手動で解決法を返答するという仕組みになっ
ている．現状，大学生はほぼ全員がスマートフォンを所持
し，LINEアカウントを有しているという点を考慮すると，
スマートフォンが使用できればサポートを求めることがで
きるため，非常に優れていると言える．
筆者はこのシステムを実際に見る機会があり，同様のシ

ステムの導入を考えたことがあったが，現在動画によって
ほぼ学生がそれなりにインストールや設定がほぼ支障なく

実施されていること，2022年度では対面授業を行っている
ので授業の際にちょっとしたサポートは可能なこと，また
LINE等のアカウントの管理権限を誰に委ねるか，といっ
た運用上の問題を考慮し，検討段階に留まっている．しか
し，FAQに相当するような内容ならばこの仕組みですぐ
に返答が得られるため，学生にとって有益なシステムであ
る．諸処の問題を解決し，できることなら導入したい．

図 8 大阪教育大学の自動応答システム [9]

9. まとめ
ここまで．大阪工業大学工学部で 2018年度から導入し
た BYODについて．特に 2021年度より始めた動画を用い
たサポートを紹介した．2020年度．2021年度はコロナ禍
によるオンライン授業が大半を占めたこともあり．学生の
サポートを求める状態が把握できなかったが．2022年度
では明らかに PCサポートへの問い合わせが少なかったこ
と．また筆者の担当クラスでのアンケート結果であるが．
動画説明が役に立ったという回答がほぼ全員であったこと
から．動画が学生に対して非常に有効であったと言える．
なお．第 1 節で述べたように．情報演習室では学生が

ノート PCの使用・充電に使用できる電源コンセントは整
備されていない．本来は電源環境も併せて整備するべきで
あるが．この点については環境が追いついていないと言
わざるを得ない．また，「バッテリーが切れていて授業中
にノート PCを使えなかったことがあるか．またその回数
は．」という質問に対して，132名中，1回が 12名，2回が
2名，5回が 1名であった．原因についても質問したとこ
ろ，大半が「充電し忘れ」であった．
現在，図 1に示したように，デスクトップ PCが設置さ

れた情報演習室で授業を実施しているため，ノート PCが
使用できない場合はデスクトップ PCが利用できる．しか
し，デスクトップ PCには当然学生自身のデータは保存さ
れておらず，またWindows10のため，普段Windows11を
使用している学生は戸惑う可能性もある．しかし，使用で
きる PCが存在する，という点では授業に参加できるので
教員側としても助かるが，BYODによって学生全員が PC

を持っていることが前提となっているため，段階的に情報
演習室を削減することが決定しており，まだ決定していな
いが，2023年度の授業は普通教室での実施が検討されてい
る．もし普通教室で授業を実施する場合は，バッテリー切
れの場合は何もできないことになる．
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繰り返しになるが．本稿では，2018年度より開始された
大阪工業大学工学部の BYODの取り組みについて，特に
2022年度から本格的に開始したサポート動画と，情報リテ
ラシー授業での動画の活用について取り上げた．2018年
度開始ということは，この年に入学した学生は 2022年に
は 4年生であり，基本的に全員がノート PCを所持してい
ることになる．これに合わせ，来年度，すなわち 2023年
度以降はノート PCを活用する情報リテラシー授業でも普
通教室での実施が検討されている．従って，情報演習室の
ような端末に特化していない普通教室でのノート PC演習
授業について，学生に余計な負担のない授業方針の検討が
必要になる．
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